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竹取物語新聞 
  

 

1年生～3年生 53名、4年生～6年生 45名を、

前半を低学年、後半を高学年に分かれてのクラ

フト指導になりました。指導員 10名で 98名に

指導対応しました。 クラフトは低学年用に竹

カエル・高学年用に色鉛筆を準備しましたが、

竹カエルが好評で大半が竹カエルの製作とな

りました。参加した 3年生の男子は 「今日が 

 

今年に入り、管理を任されている笹田農園で

梅の剪定作業に始まり、5月には暑い中、草刈

機及び草刈り鎌による二度の草刈作業を 12名

位の会員で行いました。 そして、6月 8日（水）

に 25名・12日（日）7名の会員が参加し青梅

の収穫を行いました。 昨年は梅の出来が悪く、

ほとんど収穫出来ませんでしたが、今年は大粒

で沢山の実をつけており、 木に登り丁寧にち 

 

 

梅の収穫時期を迎え笹田農園の下草刈り作

業を 5月 22日（日）・25日（水）に毎回 12名

位で作業を行った。25日は曇り空で作業は順調 

 

 

野外活動センターより依頼のフィールドア

スレチックゾーン再生のための伐採整備作業

も周回コースは一応終了。現在は中央の避難通 

 

 

6/22(水)の活動日は、竹取物語の会・クラフ

トデーを実施しました。目的は、竹取物語の会

の会員が所持している様々な技術などを、多く

の会員に伝承して、一人でも多くの会員が里山

の魅力をさらに享受したり、より多くの人に受

け継いだ技術を伝えたいなどの思いで、 実施

した第 1回目の試みです。 今回は、まず、竹 

紙づくり、 竹炭・竹酢液づくり、竹箸づくり、 

 

 

 

 

 

 

今まででむちゃ楽しかった」との声が返ってき

ました。 なぜ楽しかったのと尋ねると、自分

で一から作品を完成させたのが楽しかったと

のことでした。 その一声で指導員一同嬉しく

なりました。 昼食に小学生が料理した美味し

いカレーライスを頂き帰路につきました。 

                （岡春司） 

 

ぎる者、鈴なりの枝をゆすり落とす者、 それ

を拾い集める者、下で低い枝からちぎる者と各

人集中して収穫に当りました。 おかげで 2時

間弱の間に持ち帰るのも大変な位の収穫が出

来、活動基地で量ると何と 280キロもの収穫で

した。愛情掛けて育てた？果実の収穫は大変楽

しいものでした。       （山脇 次郎） 

 

 

 

に終了し、当初 3日間は掛かると思われていた

作業も 2日で終了した。今年の梅の収穫は期待

が持てそうです。        （岡 春司） 

 

 

路を整備しており、 まだ 10本ほどの枯れ木を

伐採する予定。別に展望台下方の高樹 2本の伐

採を依頼されている。      （岡 春司） 

 

 

木工・ブローチや置きものづくり、竹細工など、

5つの講座が開設されました。講師も、受講生

も初めてのことで試行錯誤、皆さんお疲れ様で

した。 次回の開催は、7/20(水)を予定、それ

ぞれの講座が続き開催され、新しい講座も準備

が出来れば始まります。ひとまず、講師を務め

て頂いた皆さん、ありがとうございました。引

き続きよろしくお願いします。 (勝原芳博) 
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